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　　　　濃縮寵試験轍告書　　　（K－657に関する試験結果　その1）

試料名　ディルドリン

　　　　　《試料煮K－657）

構造式
　　　　　　　Cl
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　Cl＼

　　　　　　　£αHH　O
　　　　C受　　！　・

　　　　　　　C9

同　定MSスペクトル（図一16参照）

性　状外観淡黄色結晶
　　　　　融点　17る～177℃
　　　　　純　 度　　　 85％（　　　　　畷鋳臼峰使用）

　　　　　分配係数（n一方クタノrル／永）一10窟P＝561

　　　　　溶解性　　対水一140，pb

　　　　　　　　　対ベンゼン，クロロホルム，アセトニトリル，

　　　　　　　　　　アセトン，テトラヒドロフラン，

　　　　　　　　　　酢酸エチルー103PP回

　　　　　　　　　対n一ヘキサンー1びpp皿

試験期間　昭和55年8月1日～昭和55年12月6日



ム　試験方法及び条件

　　　壌保業第　5　号

　　　薬発第615号

　　　49基局第592号

義1　T　L　m試験

魚介類の体内における化学物質の濃縮度試訳による

（a）試験魚

　　ヒメダカ　平均体重〔L249　塩1化第二水銀検定合格魚事

　，田端健二：：用水と騰水・旦・1297～1505（1972）

（b）　溶解法（分散剤及ぴ分散法）

　　分散剤

　　　硬化ヒマシ油（HCO－20，HCO－40）

　　溶解法（分散法）

　　　供試物質U29と硬化ヒマシ油（旺CO－20及びHCO

　　　－40》各々ZO9をアセトンに溶解した後、アセトン’

　　　を留去する。次に水を加えて全量を1ゑにし、200P画

　　　（▼／▼）の分散液を調製した。

（e）試験置度

　　　25士1C

（d）試絵結果

　　　48時間丁』Lm値：2Z5p陶（Ψ／▼）

　　　　　　　　　　　　　　（図一5参照）
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し

こ2　濃縮度試験

ムZ1　試験条件

　（8）　水系壌境調節装置　　流水式

　　　　試験水槽　　 ガラス裂　　 容　量　　100ゑ

　　　　　　　　　　　　　　　　流水量　t158ゑ／日

　　　　　　　　　　原液専：　希釈水＝44／分：800詔／分　　暫

　　　　・ム1（b）で調製した分敷板を希釈して原板とした。

　　　　　　　　　第1区用原級　　200ppb　（罵レ／▽｝

　　　　　　　　　第2区用原液　　20ppb（▽／▼｝

　（b）試験魚

　　　　　コイ　平均体重2aOg
　　　　　　　　　平　均　体　長　 1〔工2α喀

　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　平均脂質含量　　Z　O薯

　　　一E．G．Bligh凹dW．」．D脚r，Can。」．Biocho1L　P1Ψ8io1．，

　　　　　57　，　911　（1959）

　（C）　外部消毒及び順化

　　（1）外部消毒

　　　　　止水状態で10pp皿塩酸クロロテトラサ’イクリン水溶液

　　　　　で24時間薬浴を行った

　　（2）順　化

　　　　　　25て⊃×14日間

　（d）　督解法（分散剤及び分散法）

　　　　　こオ（b）に同じ



　　（e）試験温度

　　　　　25士1℃

　　（f）　水槽中の濤存酸素量

　　　　　図一14及び15参照

　　魯）水槽濃度

　　　　設定理由

　　　　　精度よく定量できる澱度は、約110pb（図一4参照）

　　　　　である。水分析時の前処理操作にかいて100倍濃縮し

　　　　　て回収率がgo％であ外予備飼育5醐の結果劫水

　　　　　槽濃度の低下を10％と見込み、第2濃度区の水槽濃度

　　　　　をα1ppbと設定した。第1濃度区は第2経度区の10

　　　　　倍に設定した。

　　　　　《計算式）　弟2磯匿区の水槽濃度は

　　　　　　　　　　　　11
　　　　　　　　　　　　90　90≒“ppb織る
　　　　　　　　100X一一×一一一一・一
　　　　　　　　　　　100　　100

　　　　　　設定値
心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位ppb▼／▼）

分　　　散 剤
供試物質 HCO－20 HCO－40

第1濃度区 1 10 10

第2濃度区 巳1 1 で



実測儀

　表一1 濃縮倍率を求めるための平均換産

　　　　　　　　　　　　　　（単位ppb¶r／▼》

1　　W 2　　W 4　　W 6　　W 8　　W 10　W

第1濃度区 巳648 α715 a777 α824 α847 α889

第2濃度区 α0740 α0778 巳0862 α0920 0．0957 α0967

522
（亀）

分析条件

使用分析機器及び条件

　装　　　置　　 ガスクロ・マトグラフ

　　　　　　　　劃一日本電子GC－20K

　カラム　10％SE－50／クロモソルプWAWDMCS
　　　　　　　　2況X2ロ鶴φ　ガラス製

　カラム温度　　250℃

　キャリヤガ．ス　　　N2

　検　出　器　’EC　D

（b）　標準溶液の調製法

　　　供試物質α1gを精評して．ベン．ゼンに溶解後、全盤を

　　　100認に定客して駕000ppm（w／ヤ）の標準溶液を

　　　調製した。これをさらにベンゼンで希釈して所定濃度

　　　の標準溶液を調製したo



（o）　分析試料の前処理

　（1）魚体
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　　　　ゆカラムクロマトグラフの条件

　　　　　クロマト管　　20薗ψ　ガラス製

　　　　　充てん剤　 5駕含水嵯性アルミナ109（Woelm社製）

　　　　　　　　　　　　（血一ヘキサンで充てん》

　　　　分画法　：　第1面分　　血一ヘキサン　　50瑠

　　　　　　　　　　第2溜分　　ベンゼン　　　　50認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　供試物質は第2面分に濤出する

　　（2）試験水

　　　　　　　　　　　　　　試験型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薦1韻疲区薦2磯度区

　　　　　　　　　　　　　　　　　・採水　　　100認　toOOdl
　　　　　　　　　　　　　　　　　←塩化ナトリウム5吋50賑

　　　　　　　　　　　　　　　　　譲謹ン姻100爆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回

　　　　　水　　　層『　　　n一ヘキサγ層

　　　　　　　　　　　　　　　　　・・ろ過

　　　（第2区》　　　　　　　（第1区）
　　　　・濃縮　　　　　　　　　　　・濃縮

　　　　　　　　　　　　　り　　　　●カラムクロマトグラフ法　　　　・定容　10認　（h一ヘキサン》

　　　　　　　　《全量負荷）ヒ
　　　　　　　　　　　　　・G　C試料一

浴學両型

　　　　・濃縮

　　　　・定容10弼（ベンゼン）

1鞭郵i



　　　軸力ラムクロマトグラ7の条件

　　　　　クロマト管　　20鶴φ　ガラス製

　　　　　充てん剤　5％含水塩基性アルミナ10glWo●1m社製）

　　　　　　　　　　　　（ベンゼンで充てん）

　　　　分画法　：　第1面分　　ベンゼン　　50詔

　　　　　供試物質は第1両分に溶出する

4、試験結果

41　供試魚の状態

　　　　外観観察結果　　正常

生2　濃縮度試験の結果

　　　　表一2　供試物質の濃縮倍率

1　　w 2　　W 4　　W 6　　W 8　　W 10　W

第1濃度区
生860
T500

ろ120
y200

黛950
P2，500

12，900

P1，800
1ξ500
浮W00
1～800
P4，500

第2酸度」区 邸90
T，760

a120
唐T10

12，100

h．900
驚890
蛯X00
12，500
P2㌧500

12」500
Y050



なか試験絨果の表示について濃縮倍率と定量鍍の関係は次の通9である。

！
）

魚体中膜慶｛ppa） 飛　縮　倍　率 計算方測P輿》

精度よく定量

ﾅきる鯛 α0059以上
第1区　　4．5　以上

謔Q区40　　以上

　　▲
b　　　D一一一X100　E×F

参考値の範囲 α0004
`α0059

第1区α44～4．5

謔Q区41～40

、

検出限界の範

ﾍ α0004以下
第1区　α44以下
謔Q区　4。1　以下

　　B
b　　　　D－X100　E×F

▲
B
C
D
E
F

精度よく定量できる濃度＝

検出限界の濃度（S／N瓢2》　：

回　収　峯

魚　体　重

最終液量

分　取　比

94，7κ

50　ε

10　躍¢

25

α011ppm

α001ppm

（図一4参照）

（図一4参照）

、

5　備 考

＆1　魚体部位別試験

　　　　10週間目の試験魚を2尾づっ、頭部、外皮（頭部を除く

　　　　皮、うろこ、ひれ、消化管、えら）内臓（消化管以外の臓

　　　　器》、可変部（上記の部分を除いた残部）に大別し、各重

　　　　畳を測った後分析を行った。分析法は本試戯の分析法に準

　　　　ずるo



部位別試験結果
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《 ）内の数字は平均値を表わすo
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52　排泄性試験

　　　　10週間の猷験終了後、正常水（供試物質及び分散剤を含

　　　まない水｝による掛盤性試験を行った。・（試験水穂佃04、

　　　　流水量800銘／mia》

　　　　10巡閲目の試験魚中の供試物質濃度の1平均（2尾）を100

　　　　として、5，7，12日目の試験魚中の供試物質の銭留率を　．

　　　示した。

　　　　　　　　　　　残　　貿　　串　　09

5．　日，　目． 7　　日　　目 鐸、2　日　　目

鏑1農産区
104
S＆0（760）

8ε5
T55（7α4）

8t4
Tム5（6Z4）

雛2凝度区
5こ0
S5．5（4皇2）

8釦
V1．5（7a5） 一

以　上




